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た
。
崇
城
大
学
の
よ
う
に
S
S
H
校
を

中
心
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連
携

協
定
を
結
び
、
高
校
・
大
学
・
教
育
委

員
会
の
三
位
一
体
で
探
究
支
援
を
行
う

方
法
や
、
京
都
芸
術
大
学
の
よ
う
に
、

全
国
の
教
員
向
け
に
探
究
学
習
指
導
の

研
修
会
を
開
催
す
る
方
法
も
あ
る
【
図

表
15
】。

　
高
校
へ
の
調
査
に
よ
る
と
、
探
究
学

習
に
つ
い
て
学
外
か
ら
の
支
援
を
受
け

る
高
校
は
増
え
て
い
る
【
図
表
16
】。

探
究
活
動
を
重
視
す
る
新
課
程
へ
の
移

行
に
伴
っ
て
拡
大
が
見
込
め
る
市
場
と

な
り
、
活
動
支
援
や
入
試
へ
の
導
入
を

行
う
大
学
も
さ
ら
に
増
え
そ
う
だ
。
な

お
、
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
、
レ
ベ
ル
、

取
り
組
み
の
重
点
は
、
高
校
の
タ
イ
プ

に
よ
っ
て
異
な
る
傾
向
が
あ
る
【
図
表

17
】。
支
援
す
る
場
合
は
、
相
手
高
校

の
探
究
学
習
の
課
題
を
知
り
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
効
果
を
出
し
た
い
。

＊【図表16、17】ベネッセ教育総合研究所「小中高校の学習指導に関する調査2023ダイジェスト版」（2024年）
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❶
学
内
で
の
合
意
形
成

社
会
変
化
、市
場
変
化
、自
学
の
教
育
成
果
に

つ
い
て
デ
ー
タ
や
エ
ビ
デ
ン
ス
を
学
内
に
開
示

し
、全
学
で
合
意
形
成
を
行
う
。大
学
存
続
を

か
け
た
教
育
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
に
し
た
い

❷
特
色
あ
る
教
育
と
そ
れ
に
ひ
も
づ
く
入
試

国
公
立
大
学
や
私
立
の
上
位
大
学
も
年
内
入

試
を
拡
大
す
る
中
、特
色
が
な
い
と
一
般
選
抜
同

様
、偏
差
値
に
縛
ら
れ
る
入
試
に
な
り
か
ね
な
い

❸
人
材
育
成
を
共
に
す
る
高
校
の
選
定

広
報
を
強
化
し
た
り
接
続
事
業
に
取
り
組
ん
だ

り
す
る
高
校
を
選
ぶ
。互
い
の
人
材
育
成
像
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る

総
合
型
選
抜
拡
充
の
課
題

【図表16】高校生が取り組む探究活動の内容（経年比較） 

【図表17】高校のタイプ別探究活動のテーマ（複数回答）
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調査を行う
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レポート・論文を
まとめる
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まとめる

情報を整理・分析する
ための思考法を学ぶ
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専門家・研究者から
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やプレゼンテーション
を行う

 65.0  　　　　27.4  
 70.4                 23.9  
 68.9                 23.9

92.4 
94.3 
92.8 

82.8             　 14.5
81.5                16.2 
84.0                14.0

37.1              44.1
38.5              45.1 
34.9              46.5 

24.1         　49.6
26.9            52.6
26.5            52.5

23.9          42.9
26.0          45.9
24.5          45.9 

4.7
4.1
4.6

 19.7
 21.3
 24.7

71.2               17.5
74.9               16.8
72.3               17.7

  42.3
  48.1
  48.0 

8.1
9.4
9.0

4.8
5.6
4.9

25.5
27.7 
26.1

56.0               23.5
58.6               22.2
55.0               25.9

19.8
23.2
20.0

2.6
2.6 
2.8 

39.4             37.4
41.5             35.8
42.3             36.3 

26.1          40.5
28.1          43.5 
30.5          42.2

97.3 
97.7 
98.0 

81.2 
83.6 
81.4 

73.7 
79.5 
79.0 

66.8 
71.9 
70.4 

24.4 
25.4 
29.3 

88.7 
91.7 
90.0 

50.4 
57.5 
57.0 

30.3 
33.3 
31.0 

79.5 
80.8 
80.9 

22.4 
25.8 
22.8 

76.8  
77.3  
78.6  

66.6  
71.6  
72.7  

方法などを
学ぶ

設定テーマ

情報収集・
調査・
実験など

発表

まとめ

社会や地域の課題解決に
関すること

職業や自己の進路に関すること

国際的（グローバル）な
社会課題の解決に関すること
自然科学や数学的事象に
関すること
文学・言語・歴史・文化・芸術に
関すること

企業の事業課題に関すること

その他

進路多様校 中堅校B 中堅校A 進学校B 進学校A

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

2021年

2022年

2023年

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

【図表15】高校や高校生向けの広報取り組み例

戸板女子
短期大学

崇城大学

京都芸術
大学

創価大学

麗澤大学

オープンキャンパスは教員や学生による個別相談を中心に。
ワークショップも予約不要で開催。高校生に芽生えた自学
への関心を消させないように、気軽に参加できる場にしてい
る。また、年度内前期にWeb広報の予算を集中させて認知
度を高め、閲覧者が多い高校を重点訪問先としている。

高校訪問体制を強化し、高校生育成制度、総合型選抜、入
学後の教育の一貫性を説き、関心を持つ教員を増やしつつ
ある。2023年度から、高校教員と共に開発した探究活動
支援プログラムを開始。研修を受けた学生が生徒をサポート
する。

芸術学を活用して高校の指導に協力し、認知度を高めてい
る。アート思考、デザイン思考を切り口にした、高校教員向け
の探究学習研修会には全国から100人以上が集まる。ま
た、芸術鑑賞を通じてコミュニケーションや協働的な学びを
経験する探究活動支援を、年間100校以上で行っている。

入学者選抜の検証を高校教員とともに検討。よい点だけでな
く、課題とその改善過程も知ってもらい、自学の教育姿勢を理
解してもらっている。また、地域の複数の大学、高校を集めた
コンソーシアムと連携し、探究活動を効率的に支援。参加大
学入学者の入学後の成長を調査し、参加高校に報告。

教職員ではなく、現役学生が「里帰り高校訪問」を行ってい
る。先輩学生として生徒に説明を行うだけでなく、高校教員
への説明役も担う。現場にいる学生ならではの情報を提供
するほか、学生がこの役目を務めること自体が、入学後の成
長の証明として機能。他大学との差別化にもなっている。

徳岡 卓也
とくおかたくや●2005年（株）ベネッセ
コーポレーション入社。全国５拠点を巡りアセ
スメントデータを活用した進路指導コンサル
タントを担当、学校事業責任者、支社長とし
て学校を中心とした地域の教育力向上支援
に携わる。2023年より（株）進研アドにて高
大連携をテーマに活動、2024年より現職。

高校の進路指導の変化と大学の広報活動のズレ
　高校支援を長年担当してきました。職務が大学支援に移ってか
ら感じるのは、高校の実態と、大学の高校への広報活動のギャッ
プです。年内入試の拡大により、多くの大学ではチャレンジ層から
の合格者が増加していると思われます。この状況になってから高校
現場では、偏差値上位大学を除き、大学選びの基準は、偏差値や
グルーピングよりも、教育内容や環境など、多様化しています。一方
で大学は、まだまだ偏差値やグルーピングを意識した広報活動を
行っているように見えます。そもそも偏差値は一般選抜の指標で
す。年内入試において高校教員が見ているのは、入学後の成長が
期待できる教育環境があるかどうか。偏差値だけでは語ることがで
きない価値基準です。ですから、どの大学にも勝機があるのです。
　進路指導も、高校教員が過去の経験から生徒にマッチするであ
ろう大学を薦める「プッシュ型」から、生徒や保護者の意向をくみ取
り、それに沿う大学や入試を薦める「コーディネート型」に変わってき
ています。大学選びの一歩目は生徒が踏み出すので、生徒にとっ
てわかりやすい教育や入試でなければ選ばれにくくなりました。大
学としては、生徒向けと教員向けで情報を出し分けるべきでしょう。
自学にアクセスしてきた生徒は、何らかの興味を持っているはずな
ので、その興味を深める情報を出す。一方で教員は、複数の大学を
横並びで見て、生徒や保護者の希望に合う大学を薦めようと、優
先順位をつけるための情報を求めています。生徒が目を向けにくい
学費や留学制度の詳細などについて、他大学との違いを知らせる
と効果的です。これらの情報は、１回の訪問や広告出稿では伝えき
れません。伝える方法や内容など、広報の全体設計が必要です。
大学本位ではなく高校本位の広報活動を
　現在の高校の実態に即した、広報のポイントを３つ挙げます。
①高校の実態を知って計画を立てる。例えばオープンキャンパス
開催日が模試の日程とかぶっている、三者面談の時期を考慮して
いないなど、学校行事をふまえていない広報活動になっていません

か？ イベントの集客に波があるようなら、ターゲット高校の情報を調
べて計画の見直しを。
②高校側のニーズを知る。働き方改革に取り組むぐらい多忙を極
める高校教員に時間をもらうのであれば、できるだけアポイントをと
り、提供すると喜ばれる情報は何かを聞いて訪問に臨むなど、自学
の募集情報だけを伝えるような訪問は避けたいところです。自学へ
の入学実績のある高校であれば、進学後の学生の様子に高い
ニーズがあります。既卒生を受け入れた際に入校後の生徒の努力
を出身高校に報告し、信頼を得ている大学受験予備校もあります。
③上位レイヤーがマネジメントする。高校教員の関心が高い情報
に、入学者の成長の様子や、大学卒業後の活躍の様子などがあり
ます。大学内の管轄で言えば、それぞれ教務課、キャリアセンターに
なりますが、高校訪問に赴く入試担当の教職員が、「私は専門外な
ので知りません」では、高校の関心に応えられません。縦割り組織
の弊害です。執行部、学長室など、各組織をまたいで指示を出せる
レイヤーがマネジメントをすべきでしょう。
　入試広報というと、「高校生」が主たる対象と考えられがちです
が、高校教員に推奨してもらえる大学や入試にするには、「高校教
員」への広報が重要です。対高校の広報の好転は、高校の教育
活動に関心を寄せ、理解を深めてこそ実現します。【図表18】に広
報の課題をまとめました。参考になさってください。

（株）進研アド
マナビジョン事業本部 副事業本部長

高校の進路指導の変化に対応
した高校広報３つのポイント

成果の出る総合型選抜のコツ❸

【図表18】高校向け広報活動の課題チェック

□高校訪問で提供するネタがHPや大学案内の情報と同一

□高校訪問で卒業生の入学後の状況を報告していない

□高校の進路行事予定を基に広報活動の予定を立てていない

□高校の教育課題や進路指導についてよく理解していない

□広報活動について入試広報部署だけで完結し、他部署との連携が弱い

一つでも当てはまったら見直しを
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合
う
高
校
を
選
び
、
ニ
ー
ズ
を
つ

か
む
こ
と
。
入
試
や
教
育
と
連
続
性
が

あ
れ
ば
、
接
続
事
業
は
効
果
的
。

　
高
校
生
の
大
学
選
び
に
高
校
教
員
が

関
与
す
る
度
合
い
は
、
特
に
年
内
入
試

で
大
き
い
。
総
合
型
選
抜
の
広
報
に
お

い
て
高
校
へ
の
働
き
か
け
は
不
可
欠
だ
。

高
校
や
教
員
ご
と
に
勧
め
た
い
大
学
、

入
試
像
は
異
な
る
た
め
【
P. 

12
〜
13

参
照
】、
方
針
が
合
う
高
校
を
選
ぶ
、

あ
る
い
は
継
続
的
に
交
流
し
て
相
手
の

意
向
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
探
究
学
習
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
高

大
接
続
事
業
は
、
高
校
で
の
人
材
育
成

を
協
働
し
て
支
え
る
形
に
な
る
た
め
、

高
校
の
協
力
を
得
や
す
く
、
自
学
の
魅

力
を
接
続
事
業
で
の
体
験
を
も
っ
て
伝

え
や
す
い
。
意
欲
の
あ
る
生
徒
を
自
学

で
引
き
続
き
育
て
た
い
の
な
ら
、
入
試

へ
と
つ
な
げ
る
設
計
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

探
究
学
習
の
体
験
が
生
き
る
入
試
、
入

試
の
経
験
が
生
き
る
入
学
後
の
教
育
を

用
意
し
た
い
。

　
一
方
、
大
学
側
の
リ
ソ
ー
ス
に
は
限

り
が
あ
り
、
無
償
の
支
援
を
あ
ら
ゆ
る

高
校
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
。近
年
は
、

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
対
象
と
な

る
高
校
を
限
定
し
て
手
厚
い
支
援
を
行

い
、
自
学
へ
の
進
学
者
を
増
や
す
「
準

付
属
校
化
」
を
行
う
大
学
も
増
え
て
き

A Q.

高
大
接
続
事
業
は
効
果

的
か
？

特集  "選ばれる"入試～全入時代の入試戦略

（％）

高校タイプは大学進学率による。進路多様校：30%未満、中堅校B：30～50%未満、中堅校
A：50～70%未満、進学校B：70～90％未満、進学校A：90%以上

■ほとんどの生徒が行っている　■一部の生徒が行っている 　青数字 合計
※探究活動を「指導している」と回答した高校教員のみの回答


